
企
部
古
政
志
巻

十

人
と
阿
入
社
ら
ん
か
o

叉
山
本
廿
臨
時
の
微
妙
公
夜
話
鍛
に
、
御
料
理

λ
長
谷
川
徳
左
衛
門
、
先
年
東
海
道
通
行
被
匙
時
分
、
開
ャ原
御
泊

り
の
日・

道
の
溢
に
は
と
ペ
の
見
事
成
る
あ
り
。
徳
友
術
門
此
は
と

べ
を
取
り
、
衆
回
即
応
の
鞍
に
扶
み
来
り
、
附
ャ
阪
に
は
魚
類
も
蜘
u
b

之
、

腕
千
師
時
陀
は
と
ベ
を
た
弘
吉
入
れ
た
る
御
汁
を
仕
立
て
上
げ
h

る

《

E
V

児
、
皮
々
御
か
は
り
被
z
召
上
一
徳
右
街
門
を
御
前

へ
召
し、

殊
之
外

能
き
汁
K
候
、
い
か
げ
ゐ
仕
り
存
付
候
哉
と
御
意
也
。
御
先
へ
会
り
候

時
分
、
逃
判
明
に
見
事
成
る
は
と
べ
御
山
也
候
。
闘
の
阪
は
多
分
魚
類
有
v

之
間
数
と
、
は
と

・へ
を
取
り
、
茶
眠
出
に
付
け
能
越
候
。
祭
の
ご
と
く
能

き
希
御
座
な
き
ゆ
主
、
右
の
御
汁
仕
る
よ
し
巾
上
げ
h

る
に
、
我
が

役
を
心
懸
く
る
市
中
脊
特
也
と
被
ν
仰
・
御
協
笥
に
有
v
之
金
子
、
包
な

が
ら
被
v
下
た
り
。
内
K
金
堂
歩
五
拾
八
切
有
v
之
、
御
汁
一
つ
に
て
過

分
の
金
子
賞
ひ
た
り
と
‘
徳
左
衛
門
自
談

E
承
り
た
り
。
と
あ
り
。

木

町

O
手

此
の
地
は
・
都
務
中
は
手
木
足
駿
の
組
地
な
り
o

此
の
人
々
を
ば
世

人
御
手
と
と
呼
べ
り
o
故
に
町
名
を
も
御
手
木
，
町
と
も
裕
す
。
元

総
六
年
の
士
岐
に
も
・
本
多
聞
磐
邸
地
安
房
守

下
屋
敷
御
手
木
，
町

方
と
あ
り
。
按
宇
る

K
、
延
賓
の
金
棒
闘
を
見
る
に
、
此
の
地
溢
悉

四
六

〈
皆
三
十
人
組
及
び
小
頭
の
組
制
な
る
よ
し
紀
州
叫
す
。
さ
れ
ば
延
貧

の
後
三
十
人
組
の
組
地
主
移
時
し、

共
の
跡
地
主
ば
手
木
足
級
の
紘

地
と
成
し
た
る
も
の
な
り
と
聞
ゅ
。
三
十
人
組
は
、
落
侠
の
御
手
廻

り
と
郁
す
る
小
者
に
て
、
乎
木
足
献
と
は
呉
也
。

O
手
木
足
軽
来
歴

手
木
足
額
は
‘
哲
務
中
露
地
事
行
の
支
配
に
て
、
城
内
等
の
仰
心
時
地

方
の
緒
背
中
を
専
務
と
し
・

務
侯
江
戸
参
肢
の
時
は
荷
物
の
宰
仰
を
勤

め
け
り
。
或
は
去
ふ
。
む
か
し
諜
傾
足
艇
と
裕
す
る
鞭
卒
あ
り
。
帆
正

ωち
今
云
ふ
o
手
木
足
較
の
事
な
ら
ん
か
と
o
按
十
る
に
、
山
口h
阪市品

規
の
筆
記
K
‘
三
由
民
記
の
説
者
山
間
凶
郎
右
術
門
は
宰
領
足
純
也
。

最
前
は
此
名
目
の
足
酬明有
ν
之
o
と
も
見
b
て
、
宰
領
足
踏
と
乎
木
足

純
と
は
・
一冗
よ
り
別
組
友
り
し
か
ど、

宰
傾
足
級
生
止
め
ら
れ
し
時
、

北
ハ
の
動
向
を
ば
手
木
足
枢
へ
金
助
せ
し
め
ら
れ
た
る
友
ら
ん
。
叉
乎

木
足
級
は
・
職
場
に
て
は
長
を
と
て
太
刀
を
持
ち
力
戦
す
る
身
分
左

り
。
故
陀
召
抱
え
の
時
力
量
の
検
査
あ
り
て
、
殊
に
大
男
を
挑
山明
せ

り
o
若
し
力
量
も
な
く
、
小
男
な
る
者
は
・
親
跡
た
り
共
・
制
場
足

騒
の
干
の
分
陀
加

へ
ら
る
L
例
な
り
と
い
川
へ
り
o
按
や
る
に
、
手
木

足
脚
の
力円
且
の
者
に
し
て
‘
北
ハ
の
名
の
記
録
花
見
ね
た
る
も
の
往
k
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